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ど
も
を
望
む
方
々
に
対
す
る
生
殖
医

療
の
提
供
を
通
じ
て
、
新
た
な
命
の

誕
生
を
支
え
、
人
口
減
少
へ
の
対
策

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
女
性
特
有
の
健
康
課
題

へ
の
理
解
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
職

場
や
社
会
全
体
へ
の
教
育
・
啓
発
活

動
が
不
可
欠
で
す
。
社
会
全
体
で
女

性
の
健
康
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
女

性
自
身
の
人
生
の
質
を
高
め
る
と
と

も
に
、
社
会
的
・
経
済
的
な
利
益
を

も
た
ら
す
と
い
う
好
循
環
を
生
み
出

し
ま
す
。
産
婦
人
科
医
療
は
、
女
性

が
生
涯
に
わ
た
り
健
や
か
に
活
躍
し

続
け
ら
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
重
要
な
基
盤
と
い
え
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
産
婦
人
科
医

と
し
て
、
女
性
の
健
康
支
援
を
通
じ

て
社
会
全
体
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。

は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
は
っ
き
り
と

は
覚
え
て
い
な
い
が
、
な
ん
と
な
く

産
婦
人
科
を
選
択
し
た
様
な
気
が
す

る
（
当
時
１
２
０
人
の
同
期
の
う
ち

8
人
が
産
婦
人
科
に
入
局
し
た
）。

人
か
ら
理
由
を
聞
か
れ
る
と
「
内
科

的
な
診
断
も
外
科
的
な
治
療
も
で
き

る
」「
生
命
の
誕
生
か
ら
人
の
死
ま

で
全
て
に
関
わ
れ
る
」
「
唯
一
『
お

め
で
と
う
！
』
と
言
え
る
診
療
科
だ

か
ら
」
な
ど
、
あ
り
き
た
り
の
こ
と

を
答
え
て
い
た
。

産
婦
人
科
の
魅
力
は
そ
の
幅
広
さ

と
奥
深
さ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
産
科

と
婦
人
科
し
か
な
い
よ
う
に
思
え
る

診
療
科
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
が
、
守
備

範
囲
は
と
て
も
広
く
、
女
性
全
般
＋

α
を
扱
う
と
考
え
て
良
い
。
時
間
軸

で
も
、
受
精
卵
か
ら
胎
児
、
新
生
児
、

小
児
、
思
春
期
を
超
え
て
更
年
期
、

老
年
期
ま
で
全
て
の
年
代
で
様
々
な

疾
患
や
病
態
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

ま
た
周
辺
分
野
と
の
親
和
性
も
と
て

も
強
く
、
ほ
ぼ
全
て
の
診
療
科
と
の

連
携
が
可
能
で
あ
り
必
須
で
も
あ

る
。
現
在
の
産
婦
人
科
の
守
備
範
囲

は
広
く
、
産
科
（
周
産
期
）、
婦
人

科
腫
瘍
、
女
性
医
学
、
生
殖
医
療
、

鏡
視
下
手
術
、
遺
伝
医
療
、
更
年
期

や
思
春
期
、
女
性
ス
ポ
ー
ツ
医
学
、

性
別
不
合
、
胎
児
医
療
な
ど
様
々
な

分
野
に
お
よ
ん
で
い
る
。

私
は
、
１
９
９
４
年
に
現
在
の
勤

務
先
で
あ
る
聖
隷
浜
松
病
院
（
静
岡

県
浜
松
市
）
に
赴
任
し
て
30
年
以
上

と
な
る
。
聖
隷
浜
松
病
院
は
年
間

１
４
０
０
件
（
帝
王
切
開
６
０
０

件
）
の
分
娩
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、

婦
人
科
手
術
は
年
間
８
０
０
件
（
浸

潤
癌
１
０
０
件
）、
体
外
受
精
も
年

間
１
０
０
件
以
上
あ
り
、
産
婦
人
科

の
様
々
な
分
野
で
一
般
医
療
か
ら
高

度
な
医
療
ま
で
行
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、日
常
臨
床
で
も
（
大
変
だ
が
）

好
奇
心
が
枯
渇
す
る
こ
と
な
く
幅
広

く
奥
深
い
診
療
が
可
能
で
あ
る
。
私

自
身
は
新
潟
に
い
た
頃
は
婦
人
科
手

術
こ
そ
が
王
道
だ
、
い
や
不
妊
治
療

が
最
先
端
だ
、
や
っ
ぱ
り
周
産
期
だ
、

な
ど
毎
年
の
よ
う
に
興
味
が
変
わ
っ

て
い
た
。
色
々
と
経
験
す
る
中
で
偶

然
も
重
な
り
、
今
は
産
婦
人
科
の
中

で
も
周
産
期
、
特
に
胎
児
治
療
を
専

門
と
し
産
科
診
療
全
般
の
幅
を
広
げ

て
臨
床
を
行
っ
て
い
る
。
産
科
は
母

と
子
の
二
人
の
命
を
同
時
に
扱
う
科

で
あ
り
、
母
体
の
合
併
症
の
み
な
ら

ず
胎
児
新
生
児
の
合
併
症
や
疾
患
に

も
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
生
児

科
、
小
児
外
科
、
小
児
循
環
器
科
な

ど
と
の
連
携
も
必
須
で
あ
る
。
幸
い

当
院
で
は
そ
れ
ら
の
診
療
科
が
全
て

そ
ろ
っ
て
い
た
た
め
、
よ
り
早
い
時

期
（
胎
児
期
）
か
ら
の
診
断
と
治
療

に
興
味
が
向
き
胎
児
治
療
に
魅
せ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。

胎
児
治
療
は
１
９
９
０
年
代
に
は

様
々
な
疾
患
に
応
用
さ
れ
て
き
て
お

り
、
一
絨
毛
膜
双
胎
に
特
徴
的
な
疾

患
で
あ
る
双
胎
間
輸
血
症
候
群
に
対

す
る
胎
児
鏡
治
療
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

ー
し
た
分
野
で
あ
る
。
２
０
０
１
年

に
聖
隷
浜
松
病
院
か
ら
こ
の
技
術

（
胎
児
鏡
手
術
）
を
学
ぶ
た
め
に
留

学
さ
せ
て
も
ら
い
、
２
０
０
２
年
か

ら
日
本
で
初
め
て
本
格
的
に
こ
の
治

療
を
導
入
し
た
。
そ
れ
以
外
で
も
胎

児
胸
水
に
対
す
る
胸
腔
羊
水
腔
シ
ャ

ン
ト
、
胎
児
貧
血
に
対
す
る
胎
児
輸

血
な
ど
様
々
な
治
療
を
行
い
、
日
本

胎
児
治
療
グ
ル
ー
プ
と
し
て
多
施
設

共
同
で
研
究
的
な
治
療
か
ら
保
険
医

療
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

そ
の
他
の
産
科
医
療
で
も
精
密
超
音

波
検
査
に
よ
る
胎
児
診
断
、
遺
伝
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
硬
膜
外
麻
酔
に
よ

る
無
痛
分
娩
、
骨
盤
底
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
周
辺
分
野
と
の
親
和
性
が
高
く
，

い
く
ら
で
も
好
奇
心
の
幅
を
広
げ
て

診
療
が
可
能
な
こ
と
も
産
婦
人
科
の

魅
力
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
度
考
え
て
み
る
。「
も
う

一
度
研
修
医
に
戻
れ
た
ら『
本
当
に
』

産
婦
人
科
を
選
ぶ
の
か
？
」。
や
は

り
、
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
と
答
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
ほ
ど
、
幅
広
く
奥
深
い
魅
力
を

持
つ
診
療
科
で
あ
る
。
と
て
も
こ
の

紙
面
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
。

支
え
る
産
婦
人
科
が
、
社
会
経
済
的

に
も
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

特
に
、
月
経
随
伴
症
候
群
や
更
年

期
症
状
は
女
性
の
就
業
継
続
や
業
務

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
が
、
職
場
で
は
ま
だ
十
分

な
理
解
や
支
援
が
得
ら
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
産
婦
人
科
医
療
が

こ
う
し
た
課
題
に
早
期
に
介
入
し
、

適
切
な
治
療
や
健
康
指
導
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
女
性
個
人
の
生
活
の
質

だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
の
生
産
性

の
向
上
に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

婦
人
科
が
ん
の
診
断
・
治
療
の
進

歩
は
、
女
性
の
命
と
生
活
の
質
を
守

る
上
で
不
可
欠
で
す
。
が
ん
の
早
期

発
見
と
適
切
な
治
療
は
離
職
・
休
職

リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
女
性
の
社
会
参

画
を
継
続
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
不
妊
治
療
に
お
い

て
も
、
職
場
の
理
解
と
適
切
な
支
援

体
制
が
整
え
ば
、
治
療
と
仕
事
の
両

立
が
可
能
と
な
り
、
貴
重
な
人
材
が

離
職
す
る
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
少
子
化
が
進
む
現
代
社

会
に
お
い
て
、
安
全
で
質
の
高
い
周

産
期
医
療
を
提
供
し
、
母
子
の
命
を

守
る
こ
と
は
産
婦
人
科
の
最
も
重
要

な
使
命
の
一
つ
で
す
。
同
時
に
、
子

女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
４
つ
の
分
野
か

ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
女
性
の
生
涯

に
わ
た
る
健
康
を
支
え
、
豊
か
な
社

会
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

本
邦
で
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
労

働
人
口
の
減
少
が
深
刻
な
社
会
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
多
様
な
人
材
が
健

康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備

が
急
務
で
す
。
経
済
産
業
省
の
試
算

に
よ
れ
ば
、
月
経
随
伴
症
候
群
、
更

年
期
症
状
、
婦
人
科
が
ん
、
不
妊
治

療
な
ど
女
性
特
有
の
健
康
課
題
が
引

き
起
こ
す
社
会
的
・
経
済
的
損
失
は

年
間
約3
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兆
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
の
数
字
か
ら
も
、
女
性
の
健
康
を

ま
ず
は
、

「
産
婦
人
科

の
魅
力
」
を

テ
ー
マ
に
特

集
を
組
ん
で

く
だ
さ
っ
た

新
潟
県
医
師

会
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
回
、
複
数
の
先
生
方
が
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
産
婦
人
科
の
魅

力
を
語
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
の
で
、
私
は
俯
瞰
的
な
視
点
か

ら
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

産
婦
人
科
は
、
周
産
期
、
生
殖
内

分
泌
、
婦
人
科
腫
瘍
、

ま
す
。
女
性
医
学
の
領
域
は
、
思
春

期
、
性
成
熟
期
、
更
年
期
、
老
年
期

の
広
い
範
囲
に
わ
た
り
、
女
性
の
生

涯
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
担
当
し
ま
す
。

分
娩
が
終
わ
れ
ば
産
婦
人
科
医
の
仕

事
は
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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既
往
女
性
は
将
来
更
年
期
以

降
に
高
血
圧
症
に
な
る
危
険
率
が
約

３
倍
、
妊
娠
糖
尿
病
既
往
で
は
２
型

糖
尿
病
に
な
る
危
険
率
が
約
７
倍
で

す
。
周
産
期
の
異
常
が
将
来
の
生
活

習
慣
病
の
ハ
イ
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と

を
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
認
識
し
、
妊
産

褥
婦
に
指
導
し
、
地
域
の
医
師
と
協

力
し
て
数
十
年
に
わ
た
る
健
康
管
理

に
あ
た
る
こ
と
も
、
女
性
医
学
の
大

切
な
分
野
の
１
つ
で
す
。

医
師
は
常
に
知
識
や
技
術
の
向
上

の
た
め
の
研
鑽
と
自
身
の
健
康
管
理

が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
数
分
を
争
う

産
科
救
急
や
数
十
年
先
を
見
据
え
た

女
性
医
学
を
扱
う
産
婦
人
科
で
は
、

院
内
外
の
他
診
療
科
・
多
職
種
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
が
不
可
欠
で

あ
り
、
普
段
か
ら
仲
間
へ
の
尊
重
と

敬
意
が
重
要
で
す
。

私
の
勤
務

し
て
い
る
埼

玉
県
済
生
会

川
口
総
合
病

院
は
、
新
潟

大
学
産
婦
人

科
の
関
東
圏

に
あ
る
数
少
な
い
関
連
病
院
の
一
つ

で
す
。
川
口
市
は
人
口
約
60
万
人
の

東
京
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
で
あ
る
と
と

も
に
、
外
国
人
が
８
％
と
、
全
国
の

市
町
村
で
最
も
外
国
人
の
占
め
る
割

合
が
高
い
、
多
文
化
共
生
社
会
の
街

で
あ
り
、
患
者
さ
ん
も
ア
ジ
ア
を
中

心
と
し
た
様
々
な
人
種
の
方
が
来
院

さ
れ
ま
す
。

か
つ
て
は
「
分
娩
は
川
口
済
生
会

で
学
ん
で
こ
い
」と
言
わ
れ
た
ほ
ど
、

年
間
１
０
０
０
件
に
近
い
分
娩
件
数

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
少

子
化
、
無
痛
分
娩
希
望
者
の
増
加
に

と
も
な
い
、
小
児
科N
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を
併

設
す
る
総
合
病
院
と
い
う
利
点
を
も

っ
て
し
て
も
分
娩
件
数
が
５
０
０
件

前
後
と
激
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
中
で
外
国
人
の
分
娩
は
着
実
に

増
加
し
て
お
り
、
言
語
、
宗
教
、
食

事
、
習
慣
な
ど
様
々
な
対
応
に
迫
ら

れ
な
が
ら
、
周
産
期
管
理
の
質
を
維

持
す
べ
く
ス
タ
ッ
フ
一
同
日
々
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
時
代
の
臨
床
実
習
で
立

ち
会
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
分
娩
で
、

陣
痛
を
乗
り
越
え
る
母
の
姿
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

が
死
に
物
狂
い
で
呼
吸
を
し
始
め
る

姿
に
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
感
動
し
、「
こ

れ
し
か
な
い
！
」
と
産
婦
人
科
を
選

び
ま
し
た
。
今
で
も
こ
の
時
の
「
野

生
の
勘
」
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

産
婦
人
科
は
周
産
期
、
婦
人
科
、

生
殖
、
女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
女
性
の

一
生
を
通
し
て
、
様
々
な
専
門
分
野

が
あ
り
ま
す
の
で
、
選
択
肢
が
広
い

の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。
一
般
病

院
で
は
常
に
ど
の
分
野
の
情
報
も
必

要
に
な
り
、
そ
の
取
り
扱
う
範
囲
の

広
さ
に
、
広
く
浅
く
な
り
が
ち
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
専
門
分

野
も
持
ち
、
患
者
さ
ん
へ
少
し
で
も

質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
く
よ

通
じ
て
異
常
時
の
対
応

や
早
期
搬
送
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
繰
り
返
し
学
ぶ

と
と
も
に
、
搬
送
元
と

搬
送
先
の
施
設
間
や
職

種
に
よ
る
垣
根
を
こ
え

て
顔
の
見
え
る
関
係
の

構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。＞

症
例
２

＜

40
歳
代
、
初
回
妊
娠

34
週
妊
娠
高
血
圧
症
候
群(H

D
P

)

に
て
前
医
で
緊
急
帝
王
切
開
、
そ
の

数
年
後
の
２
回
目
もH

D
P

の
た
め

前
医
か
ら
当
院
へ
母
体
搬
送
さ
れ
33

週
で
緊
急
帝
王
切
開
。
術
後
降
圧
剤

を
内
服
し
、
１
ヶ
月
検
診
時
に
は
高

血
圧
が
改
善
し
た
た
め
降
圧
剤
内
服

を
終
了
し
自
宅
血
圧
測
定
を
指
示
さ

れ
た
。
１
年
後
、
意
識
障
害
・
右
高

度
片
麻
痺
・
全
失
語
に
て
当
院
救
急

外
来
に
搬
送
さ
れ
、C

T

上
左
被
殻

出
血
の
診
断
に
て
内
視
鏡
的
脳
内
血

腫
除
去
術
を
施
行
さ
れ
た
。

産
婦
人
科
の
専
門
領
域
の
４
番
目

の
柱
で
あ
る
「
女
性
医
学
」
と
は
、

Q
O

L

の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
、

女
性
に
特
有
な
心
身
に
ま
つ
わ
る
疾

患
を
主
と
し
て
予
防
医
学
の
視
点
か

ら
取
り
扱
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

絡
。
救
急
車
に
て
到
着
し
た
妊
婦
の

下
腹
部
は
板
状
硬
、
胎
児
徐
脈
持
続
、

エ
コ
ー
に
て
胎
盤
後
血
腫
著
明
。
胎

盤
早
期
剥
離
に
よ
る
胎
児
機
能
不
全

に
て
、
手
術
室
へ
直
行
し
た
。

産
科
は
、
未
来
あ
る
母
体
と
児
の

２
つ
の
生
命
を
助
け
る
こ
と
が
大
原

則
で
す
。
当
院
の
よ
う
な
総
合
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
異
常

症
例
が
緊
急
母
体
搬
送
さ
れ
る
た

め
、
ス
タ
ッ
フ
で
協
力
し
24
時
間
体

制
で
最
善
の
医
療
を
迅
速
に
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
新
潟
県
内
の
母
体

死
亡
は
年
間
０
～
数
件
で
す
が
、
こ

れ
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
た

め
、
２
０
１
５
年
か
ら
県
内
４
ヶ
所

に
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た

母
体
救
命
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
産

科
医
、
助
産
師
に
救
急
医
、
麻
酔
医

も
加
わ
り
、
受
講
生
が
シ
ナ
リ
オ
を

＞

症
例
１

＜

深
夜
２

時
、
近
隣
の
産
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
か
ら
外
線
電
話

が
鳴
る
。
妊
娠
32
週
40

歳
代
の
体
外
受
精
後
の

初
産
婦
で
、
持
続
す
る

下
腹
痛
と
多
量
の
子
宮

出
血
あ
り
母
体
搬
送
依

頼
。
病
棟
看
護
ス
タ
ッ

フ
に
入
院
準
備
の
指

示
、N

IC
U

当
直
医
、

産
科
拘
束
医
、
麻
酔
科

医
、
手
術
室
、
検
査
技

師
、
放
射
線
技
師
に
連

産
科
救
急
と
女
性
医
学

産
科
救
急
と
女
性
医
学

倉

林
　

工

新
潟
市
民
病
院
　
総
合
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
　
産
科
部
長

野

生

の

勘

野

生

の

勘高

橋

裕

子

埼
玉
県
済
生
会
川
口
総
合
病
院

産

婦

人

科
　

主

任

部

長

奥
深
い

奥
深
い

産
婦
人
科
の
魅
力

産
婦
人
科
の
魅
力村

越
　

毅

聖
隷
浜
松
病
院

　
産
科
部
長
／
総

合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
長

「
も
う
一

度
、
研
修
医

か

ら

や

り

直

せ

る

と

し
た
ら
何
科

を
選
び
ま
す

か
？
」
と
の

問
い
に
は
迷
わ
ず
「
産
婦
人
科
！
」

と
答
え
て
し
ま
う
。
何
が
そ
ん
な
に

魅
力
的
な
の
か
、
ど
う
し
て
産
婦
人

科
を
目
指
し
た
の
か
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
今
で
は
十
分
に
語
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
学
生
の
頃
（
当
時
は
初
期

研
修
制
度
が
な
い
の
で
学
生
の
時
に

志
望
科
に
直
接
入
局
と
い
う
ス
タ
イ

ル
だ
っ
た
）
に
は
そ
こ
ま
で
魅
力
を

感
じ
て
産
婦
人
科
を
選
ん
だ
わ
け
で

産 婦 人 科 の 魅 力
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記

編
集
後
記

一
般
産
婦
人
科
医

一
般
産
婦
人
科
医

の
場
合

の
場
合

幅
広
く
、
唯
一
無
二
の

幅
広
く
、
唯
一
無
二
の

診
療
領
域
が
産
婦
人
科
の
魅
力

診
療
領
域
が
産
婦
人
科
の
魅
力

小

林

琢

也

長
岡
中
央
綜
合
病
院

産

婦

人

科
　

医

長

山

岸

葉

子

上
越
総
合
病
院

産
婦
人
科

　
部
長

産
婦
人
科
後
期

産
婦
人
科
後
期

研
修
を
終
え
て

研
修
を
終
え
て

好
き
こ
そ

好
き
こ
そ

　　

物
の
上
手
な
れ

物
の
上
手
な
れ

加

藤

奈
都
美

柏
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

産

婦

人

科
　

医

長

西

川

伸

道

新
潟
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

新
潟
病
院
　
婦
人
科
部
長

そ
の
一
方
、
妊
婦
健
診
ほ
ど
明
る
い

雰
囲
気
の
外
来
は
な
い
と
思
い
ま
す

し
、
新
た
な
生
命
が
誕
生
す
る
瞬
間

は
と
て
も
感
動
的
で
す
。
分
娩
は
休

日
・
夜
間
で
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

笑
顔
の
産
婦
さ
ん
に
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
く
度
に
産
婦
人
科
を
や
っ
て

い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

産
婦
人
科
は
女
性
の
一
生
を
診
る

科
で
あ
り
、
カ
バ
ー
す
る
領
域
が
広

い
の
も
特
徴
で
す
。
私
は
、
入
局
し

て
ま
ず
済
生
会
新
潟
病
院
に
赴
任

し
、
経
腟
分
娩
・
妊
婦
健
診
・
帝
王

切
開
と
い
っ
た
周
産
期
領
域
の
基
本

を
中
心
に
教
わ
り
ま
し
た
。
新
潟
市

の
婦
人
科
輪
番
を
担
当
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
異
所
性
妊
娠
や
卵
巣
腫

瘍
茎
捻
転
等
の
緊
急
手
術
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
の
新

潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院
や
長
岡
赤

十
字
病
院
、
新
潟
市
民
病
院
で
は
、

重
症
の
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
や
胎
児

発
育
不
全
等
の
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
リ
ス

ク
妊
娠
／
分
娩
管
理
や
、
悪
性
腫
瘍

の
手
術
・
抗
癌
剤
治
療
等
を
経
験
し

ま
し
た
。
村
上
総
合
病
院
で
は
、
良

性
腫
瘍
・
月
経
異
常
・
更
年
期
障
害

等
の
外
来
管
理
が
メ
イ
ン
で
し
た

が
、
近
く
に
開
業
の
産
婦
人
科
が
な

利
な
鉗
子
を
体
内
で
扱
う
こ
と
に
恐

怖
を
感
じ
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
マ

イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
練
習
ボ
ッ
ク
ス
を
自

作
し
釣
り
針
を
使
っ
て
縫
合
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
た
上
級
医
の
向

上
心
を
当
時
理
解
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
し
た
。
そ
れ
が
時
を
経
て
、
手

術
を
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ
き
、
日
常

臨
床
と
し
て
行
う
こ
と
が
通
常
と
な

り
ま
し
た
。
育
成
力
向
上
に
寄
与
す

る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
試
行
錯
誤

し
て
い
ま
す
。

産
婦
人
科
は
多
様
な
視
点
か
ら
女

性
に
寄
り
添
う
こ
と
の
で
き
る
科
で

す
。初
め
の
き
っ
か
け
は
何
で
あ
れ
、

学
び
続
け
る
中
で
興
味
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
も
多
い
で
す
。
内
的
に
も

外
的
に
も
大
き
く
変
動
す
る
女
性
の

一
生
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た
め

に
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
ニ
ー

ズ
や
価
値
観
を
尊
重
し
な
が
ら
柔
軟

に
対
応
し
て
い
け
る
医
療
者
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

築
く
上
で
と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
外
来
で
は
、

悪
性
腫
瘍
や
良
性
腫
瘍
以
外
に
も
不

妊
症
や
月
経
困
難
症
、更
年
期
障
害
、

骨
盤
臓
器
脱
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
診

療
を
行
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
の
最
良
の
治
療
は
、
生
活
ス
タ
イ

ル
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
挙
児
希
望
や
妊
孕
性
の

温
存
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

同
じ
疾
患
で
も
治
療
方
法
に
は
い
く

つ
か
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

外
科
的
治
療
と
薬
物
療
法
を
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
治
療
を
選
択
す
る
こ
と

は
時
に
難
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
同
時
に
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

4
月
か
ら
は
柏
崎
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、

産
婦
人
科
専
門
医
試
験
を
終
了
し
今

後
は
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
取
得
に

向
け
て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
最
近
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
、
妊
婦
さ
ん
に
「
先
生
に
上
の
子

の
お
産
を
と
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

人
生
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
光
栄
で
あ
る
と
と
も

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
研
鑽
を
積
ん
で

地
域
の
女
性
た
ち
の
健
康
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
20
年
に
医
師
と
な
り
、
研
修

医
と
し
て
将
来
の
進
路
選
択
を
考
え

て
い
た
頃
、
産
婦
人
科
研
修
中
に
、

悪
性
腫
瘍
と
最
期
ま
で
対
峙
さ
れ
た

方
の
お
見
送
り
を
し
た
直
後
に
他
の

方
の
分
娩
に
立
ち
会
い
、
気
持
ち
が

大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
産
婦
人
科
医
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
場
面
で
的
確
な
対
応
を
し
て

い
く
上
級
医
の
姿
は
、
私
が
産
婦
人

科
へ
進
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

産
婦
人
科
は
周
産
期
・
生
殖
内
分

泌
・
婦
人
科
腫
瘍
・
女
性
ヘ
ル
ス
ケ

ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
女
性

っ
た
こ
と
や
学
ん
だ
知
識
を
か
み
し

め
「
分
娩
は
怖
い
け
ど
や
っ
ぱ
り
面

白
い
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

年
代
的
に
管
理
者
や
指
導
者
と
い

う
役
割
の
仕
事
も
増
え
ま
し
た
が
、

や
は
り
患
者
さ
ん
を
目
の
前
に
す
る

と
、
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
必
要
に
迫

ら
れ
、
勉
強
す
れ
ば
ま
た
視
野
が
広

が
り
前
進
で
き
る
、
そ
し
て
患
者
さ

ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
姿
が
な
に
よ

り
の
励
み
に
な
り
ま
す
の
で
、
臨
床

医
と
し
て
進
歩
で
き
る
よ
う
努
力
し

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
思
う
ま
ま
に
書
い
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
「
産
婦
人
科
の
魅
力
」

が
伝
わ
る
と
光
栄
で
す
。

う
日
々
努
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

中
で
も
、
最
近
は
改
め
て
分
娩
の

魅
力
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
自
然
分

娩
に
勝
る
力
は
な
い
わ
け
で
す
が
、

正
常
の
分
娩
経
過
か
ら
逸
脱
す
る
も

の
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
う
介
助

し
分
娩
に
誘
導
す
る
か
。
過
信
せ
ず

引
き
際
を
わ
き
ま
え
な
が
ら
、
母
児

の
生
命
の
安
全
を
最
優
先
に
、
患

者
・
家
族
の
納
得
を
得
て
、
新
た
な

命
の
誕
生
の
一
場
面
に
医
師
と
し
て

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
、
何

に
も
代
え
が
た
い
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
年
を
重
ね
る
ご
と
に
怖
い
思

い
も
し
、
そ
の
た
び
に
先
人
に
教
わ

に
寄
り
添
い
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

が
可
能
な
診
療
科
で
す
。
内
科
的
要

素
も
外
科
的
要
素
も
兼
ね
備
え
、
さ

ら
に
分
娩
と
い
う
貴
重
な
瞬
間
に
携

わ
る
こ
と
の
で
き
る
科
は
他
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
身
に
つ
け
る

べ
き
知
識
や
技
術
は
幅
広
く
、
専
門

化
・
細
分
化
さ
れ
て
い
く
産
婦
人
科

医
療
を
適
切
に
提
供
す
る
た
め
に
は

常
に
学
び
続
け
る
覚
悟
も
必
要
で
す
。

今
で
こ
そ
専
攻
医
の
習
得
事
項
と

し
て
必
須
の
腹
腔
鏡
手
術
で
す
が
、

私
が
腹
腔
鏡
手
術
を
知
っ
た
の
は
産

婦
人
科
に
入
局
し
た
後
で
し
た
。
鋭

く
月
経
移
動
や
避
妊
法
の
相
談
と
い

っ
た
都
市
部
の
病
院
で
は
あ
ま
り
目

に
し
な
い
症
例
も
経
験
で
き
ま
し

た
。
立
川
綜
合
病
院
で
は
、
少
子
化

の
中
で
分
娩
を
数
多
く
経
験
で
き
、

生
殖
医
療
に
つ
い
て
も
一
か
ら
勉
強

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
余
談
で

す
が
、
こ
こ
で
は
第
1
子
も
誕
生
し

ま
し
た
。
妊
婦
健
診
で
成
長
を
実
感

し
、
分
娩
に
も
立
ち
会
い
ま
し
た
。

分
娩
中
は
ず
っ
と
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
ご
く
限
ら
れ
た
父
親
に
し
か

で
き
な
い
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
勤
務
し
て
い
る
長
岡
中
央

綜
合
病
院
で
は
、
久
し
振
り
に
悪
性

腫
瘍
の
治
療
を
行
う
と
と
も
に
、
腹

腔
鏡
手
術
や
骨
盤
臓
器
脱
の
治
療
を

第
一
線
で
活
躍
す
る
先
生
に
ご
指
導

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
無
痛
分
娩
の

導
入
に
向
け
、
ス
タ
ッ
フ
皆
で
勉
強

し
て
い
る
最
中
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
産
婦
人
科
の
扱
う
領

域
は
広
く
、
施
設
ご
と
に
強
み
を
活

か
し
た
診
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
、
施
設
を
異
動
す
る
度
に
産
婦

人
科
の
奥
深
さ
を
改
め
て
認
識
し
、

進
路
に
選
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
楽
し
い
こ
と
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
く
る
の
を
期
待
し
な

が
ら
、日
々
精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
回
の
勤
務
医
ニ
ュ
ー
ス
は
産
婦

人
科
の
先
生
方
か
ら
ご
寄
稿
頂
き
ま

し
た
。
お
産
や
婦
人
科
特
有
の
病
気

か
ら
、
出
生
前
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
ほ
ぼ
全
て
の
世
代
を
診
る

こ
と
が
で
き
る
婦
人
科
の
先
生
方
に

改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
卒
業
す
る
と
同
時
に
、
ど
の
科

に
進
む
か
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
時
代
を
生
き
て
き
た
人
間
と
し

て
は
、
今
の
研
修
医
は
実
際
の
臨
床

を
回
り
な
が
ら
、
2
年
間
じ
っ
く
り

考
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
て

羨
ま
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
臨
床
研

修
後
は
研
究
者
や
行
政
へ
の
道
を
志

す
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
ご

自
分
が
選
ん
で
き
た
道
は
決
し
て
間

違
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
こ
の
先
も
、

ど
の
科
や
、
ど
の
道
を
選
ん
で
も
、

必
ず
や
輝
く
未
来
が
待
っ
て
い
る
と

断
言
で
き
ま
す
。
先
輩
等
に
も
相
談

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
悩
み
、
考
え
、

将
来
を
見
据
え
て
、
自
分
の
進
む
べ

き
道
を
選
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
藤

田
）

い
を
感
じ
て
い
ま
す
し
、
産
婦
人
科

を
選
択
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

院
が
数
多
く
あ
り
、
な
ん
で
も
診
れ

る
医
師
が
求
め
ら
れ
て
い
た
気
が
し

ま
す
。
し
か
し
、
今
で
は
関
連
病
院

も
集
約
化
さ
れ
、
産
婦
人
科
の
医
師

が
５
名
以
上
い
る
よ
う
な
病
院
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
院
の
よ
う

な
悪
性
腫
瘍
を
主
体
に
扱
う
病
院
、

腹
腔
鏡
な
ど
の
良
性
腫
瘍
に
特
化
し

た
病
院
や
不
妊
症
を
主
体
に
扱
う
病

院
な
ど
、
分
娩
に
加
え
関
連
病
院
も

特
徴
的
な
病
院
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ

ー
を
取
得
し
た
専
門
的
な
医
師
が
求

め
ら
れ
て
き
て
い
る
と
個
人
的
に
思

っ
て
い
ま
す
。
「
好
き
こ
そ
物
の
上

手
な
れ
」
と
は
言
い
ま
す
が
、
興
味

の
あ
る
こ
と
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
早

く
、
そ
の
分
野
に
特
化
し
た
診
療
が

で
き
る
点
は
産
婦
人
科
の
魅
力
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
の
こ
と
で
す
が
、
研
修
医
２
年

目
で
県
立
中
央
病
院
、
３
年
目
で
が

ん
セ
ン
タ
ー
と
手
術
を
多
く
や
っ
て

い
た
病
院
で
研
修
し
ま
し
た
。
そ
の

後
大
学
院
に
行
き
、
関
連
病
院
に
数

年
勤
務
後
、
大
学
病
院
に
10
年
以
上

在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
研
修
医
時
代

か
ら
大
学
ま
で
手
術
を
教
え
て
く
れ

る
上
司
に
非
常
に
恵
ま
れ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
全
国
の
手
術
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
先

生
の
手
術
の
見
学
も
す
す
ん
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
新
潟
病
院
に
勤
務
し
て
３
年
目

に
な
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
手
術
の

技
術
を
磨
く
こ
と
で
患
者
様
を
助
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
非
常
に
や
り
が

私
は
１
９

９
８
年
に
新

潟
大
学
を
卒

業
し
、
新
潟

大
学
の
産
婦

人
科
に
入
局

し
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
手
術
に
興
味
が
あ
り
外

科
系
の
科
に
進
も
う
と
は
考
え
て
い

ま
し
た
。
当
時
は
今
の
よ
う
な
研
修

医
制
度
は
な
く
、
学
生
の
時
の
臨
床

実
習
で
２
週
間
程
度
回
っ
た
だ
け
で

進
む
科
を
決
め
て
い
た
の
で
、
今
の

研
修
医
の
先
生
ほ
ど
知
識
も
な
い
中

で
決
め
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
も
、
決
め
手
と
し
て
は

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
へ
の
選
択
肢

が
豊
富
に
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
し

た
。
産
婦
人
科
は
、
分
娩
を
扱
う
産

科
、
腫
瘍
を
扱
う
婦
人
科
だ
け
で
は

な
く
、
不
妊
症
や
不
育
症
な
ど
の
生

殖
医
療
、
月
経
痛
や
更
年
期
障
害
な

ど
内
分
泌
や
精
神
疾
患
に
か
か
わ
る

も
の
な
ど
も
診
て
い
ま
す
。
言
っ
て

み
れ
ば
、
生
ま
れ
る
前
か
ら
亡
く
な

る
ま
で
の
女
性
を
診
る
総
合
的
な
科

で
す
。
研
修
医
や
専
攻
医
を
経
て
専

門
医
に
な
る
ま
で
は
、
先
輩
に
付
い

て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
き
っ
と

興
味
の
あ
る
も
の
、
得
意
な
も
の
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
逆
に
興
味

の
な
い
も
の
、
苦
手
な
も
の
も
出
て

き
ま
す
。
そ
こ
で
自
分
に
合
う
分
野

が
必
ず
あ
る
の
が
産
婦
人
科
で
す
。

私
が
入
局
し
た
頃
は
関
連
病
院
で
産

婦
人
科
医
が
１
名
や
２
名
な
ど
の
病

私
は
平
成

30
年
に
新
潟

大
学
を
卒
業

し
、
産
婦
人

科
医
と
し
て

現

在

6

年

目
に
な
り
ま

す
。
私
が
産
婦
人
科
を
意
識
し
始
め

た
の
は
、
医
学
部
5
年
生
の
と
き
で

し
た
。
実
習
で
各
科
を
回
る
う
ち
、

内
科
と
外
科
ど
ち
ら
の
要
素
も
持
つ

科
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
他

科
と
連
携
す
る
場
面
は
あ
る
の
で
す

が
、
診
療
内
容
が
重
な
る
科
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
診
断
か
ら
治
療
ま
で
一

貫
し
て
行
え
る
こ
と
は
、
産
婦
人
科

の
大
き
な
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
あ
る
候
補
の
中
で
産
婦

人
科
に
決
め
た
の
は
、
特
に
産
科
の

診
療
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

判
断
を
間
違
え
れ
ば
母
児
2
人
（
以

上
）
を
危
険
に
晒
す
こ
と
に
な
る
た

め
、
状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て

正
し
い
判
断
を
速
や
か
に
下
す
必
要

が
あ
り
、
大
き
な
責
任
が
伴
い
ま
す
。

魅
力
的
に
感
じ
ま
し
た
。

医
学
部
卒
業
後
は
、
長
岡
中
央
綜

合
病
院
で
初
期
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
症
例
が
多
く
幅
広
い
研
修
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
ど
の
診
療
科
も
魅

力
的
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

分
娩
の
立
ち
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
２
年
間
の
研
修
の
中
で

一
番
印
象
的
で
、
産
婦
人
科
へ
の
入

局
を
決
め
ま
し
た
。

後
期
研
修
医
と
な
っ
て
か
ら
は
、

産
婦
人
科
領
域
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
豊
富
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
ま
し

た
。
手
術
一
つ
を
と
っ
て
も
、
開
腹

手
術
、
腹
腔
鏡
手
術
、
腟
式
手
術
、

子
宮
鏡
手
術
な
ど
多
彩
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
り
ま
す
。
最
小
限
の
侵
襲
で

治
療
を
完
遂
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

日
々
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
修

練
し
て
お
り
ま
す
。
婦
人
科
の
悪
性

腫
瘍
は
、
診
断
か
ら
手
術
、
化
学
療

法
、
終
末
期
ま
で
主
治
医
と
し
て
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
長
が

あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
長
い
期
間

を
共
有
す
る
こ
と
は
、
信
頼
関
係
を

私
が
最
初

に
産
婦
人
科

に
興
味
を
持

っ
た
の
は
、

医
学
部
3
年

生
で
配
属
さ

れ
た
研
究
室

研
修
の
時
で
す
。
様
々
な
診
療
科
や

基
礎
研
究
室
の
中
で
産
婦
人
科
を
選

ん
だ
理
由
は
、
女
性
の
体
の
こ
と
は

自
分
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
興

味
を
持
っ
て
研
修
を
で
き
そ
う
と
い

う
ぼ
ん
や
り
と
し
た
理
由
で
し
た
。

同
級
生
3
人
が
配
属
さ
れ
た
の
で
す

が
、研
究
テ
ー
マ
は
そ
れ
ぞ
れ
腫
瘍
、

不
妊
症
、女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で
し
た
。

私
は
そ
の
中
で
も
不
妊
症
を
テ
ー
マ

に
１
か
月
の
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
研
修
前
は
産
科
領
域
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
で
、
こ
の

と
き
に
産
婦
人
科
に
対
す
る
印
象
が

が
ら
り
と
変
化
し
ま
し
た
。「
産
婦

人
科
は
人
が
産
ま
れ
る
前
か
ら
亡
く

な
る
ま
で
の
一
生
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
科
」と
い
う
印
象
が
強
く
な
り
、


